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1．はじめに 
近年,電子機器のディジタル化や高速化が進み,電子機器から漏
れた電波が周辺の電子機器を誤作動させるといる問題が深刻化し

ている．そのため、電波が漏洩している位置を特定する必要があ

る．本報告では、FDTD 法を用いて仮想波源と観測プローブの相
互インピーダンスを求めることにより,近傍電磁界の測定値から
マイクロストリップ線路上の電流分布を推定する方法についてシ

ミュレーションを行ったので報告する． 
2．原理 
 図 1 に示すようにマイクロストリップ線路を仮想的なN個のセ
グメントに分割して,各セグメント上の電流を未知とする．波源の
近傍の平面上でプローブを走査し,Mヶ所において受信すると, 

の連立方程式が成り立つ．V),...2,1(
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ローブ位置i点における受信電圧であり,測定により求められる．ま
た,Ijは線路上のセグメントjの未知の電流係数,Zijはプローブiとセ
グメントjの相互インピーダンスでありFDTD法によって求められ
る．この連立方程式を解くことによって,各セグメント上における
電流値Ijを求めることができる[1]． 
3．シミュレーションの結果 
 図 1に示す 2層マイクロストリップ線路モデル上の電流分布を
数値シミュレーションによって推定した．マイクロストリップ線

路上のセグメントを図 1 のような 28 のセグメントに分割し,測定
周波数を 1.5GHzとする．基板の導電率はσ =2.13×10-3S/m,比誘電率
はεr =2.45,Lx=12.0cm, Ly=12.0cm, Lz=0.12cmである．受信プローブに
よる近傍電磁界のM個の測定点を図 2に示す．プローブ長をlpとし,
電界のx成分とy成分を測定する．走査面と基板との距離をdzとし,

観測点数Mx =My =13,プローブ走査点の間隔Sx=Sy=0.5cmである．図
3,4にプローブ長がそれぞれlp= 4.0cm ,10.0cmのときの、電流分布
の推定結果とFDTD法による計算結果を示す． 2 つの推定結果を
比較すると,どちらもFDTD法を用いて求めた数値解の傾向とほぼ
一致しているが,lp= 4.0cmのほうがlp= 10.0cmよりも若干精度が高
いことが分かる． 
4．まとめ 
 FDTD 法を用いたマイクロストリップ線路上の電流分布の推定
法を提案し,2 層マイクロストリップ線路の電流分布推定シミュレ
ーションを行った．推定結果は FDTD法による数値解とほぼ一致
しており,精度の良い推定を行うことができた．またプローブが短
い方が精度が高いことも示された． 
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図 1. 2層マイクロストリップ線路と 
セグメント番号 
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図 2. プローブの走査面 
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図 3. lp= 10.0cmのときの電流分布推定結果 
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図 4. lp= 4.0cmのときの電流分布推定結果 
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